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　平
成
29
年
７
月
か
ら
実
施

計
画
し
て
い
た
水
道
事
業
窓

口
業
務
等
包
括
的
委
託
に
つ

い
て
、
委
託
業
者
の
選
定
に

至
ら
ず
実
施
を
見
送
っ
た
こ

と
か
ら
、
７
月
以
降
も
現
行

体
制
で
業
務
を
行
う
必
要
が

生
じ
た
。
そ
の
た
め
、
窓
口

業
務
等
包
括
的
委
託
料
と
し

て
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い

た
委
託
料
を
減
額
し
、
当
該

業
務
の
実
施
を
見
込
み
減
額

し
て
い
た
人
件
費
等
の
費
用

を
新
た
に
計
上
す
る
も
の
。

収
益
的
支
出
を
１
３
６
４
万

７
千
円
減
額
し
て
、
水
道
事

業
費
用
の
総
額
を
１
４
億
３

６
１
９
万
６
千
円
に
、
簡
易

水
道
事
業
費
用
を
９
９
０
万

６
千
円
増
額
し
て
、
簡
易
水

道
事
業
の
総
額
を
５
億
２
０

３
８
万
５
千
円
と
す
る
。
ま

た
、
職
員
給
与
費
の
増
額
に

伴
い
、
３
６
７
３
万
１
千
円

増
額
し
、
議
会
の
議
決
を
経

な
け
れ
ば
流
用
で
き
な
い
経

費
を
３
億
５
１
１
万
８
千
円

と
す
る
も
の
。

答

　西
郷
隆
盛
、
坂
本
龍
馬

と
お
り
ょ
う
さ
ん
の
大
人
用

と
子
供
用
の
衣
装
を
購
入
す

る
。
そ
れ
ら
を
着
て
写
真
を

撮
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
た
い
。

入
賞
者
に
は
特
産
品
を
贈
る

も
の
で
あ
る
。

城
山
公
園
の
改
修
事
業
に
つ

い
て

問

　ト
イ
レ
改
修
は
、
現
在

汲
み
取
り
で
あ
る
が
、
改
修

後
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

　当
初
は
合
併
処
理
浄
化

槽
で
考
え
て
い
た
が
、
放
流

先
が
な
い
た
め
簡
易
水
洗
で

整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童

就
学
援
助
事
業
に
つ
い
て

問

　就
学
援
助
の
単
価
の
改

正
と
あ
る
が
、
実
質
の
人
数

は
ど
う
な
の
か
。

答

　新
入
学
学
用
品
費
と
な

る
の
で
、
小
学
１
年
生
と
中

学
１
年
生
が
対
象
と
な
る
。

現
在
判
定
作
業
中
で
、
人
数

は
わ
か
ら
な
い
。
予
算
的
に

は
小
学
１
年
生
を
１
７
０

人
、
中
学
１
年
生
を
２
０
６

人
と
見
込
ん
で
い
る
。

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

保
育
所
等
整
備
事
業
に
つ
い

て問

　国
分
西
保
育
園
の
増
改

築
に
よ
り
定
員
は
何
名
増
え

る
の
か
。

答

　現
在
の
90
名
定
員
か
ら

20
名
増
の
１
１
０
名
と
な
る

予
定
で
あ
る
。

林
業
総
務
管
理
事
務
事
業
に

つ
い
て

問

　有
害
鳥
獣
に
関
す
る
返

納
額
、
９
３
万
７
千
円
は
、

何
名
分
か
。

答

　虚
偽
の
報
告
分
の
29
名

と
事
務
手
続
き
上
の
手
違
い

分
の
１
名
、
合
計
で
30
名
分

で
あ
る
。

明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て

問

　写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
賞

品
代
、
コ
ン
テ
ス
ト
用
衣
装

代
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
。

　今
回
の
補
正
予
算
は
、
国

県
等
と
協
議
を
進
め
て
い
た

事
業
等
の
補
助
採
択
の
見
込

み
が
立
っ
た
こ
と
な
ど
に
伴

う
事
業
費
の
計
上
を
は
じ

め
、
本
市
の
魅
力
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
新
た
な

観
光
拠
点
と
し
て
整
備
を
進

め
て
い
る
「
日
当
山
観
光
施

設
」
に
関
連
す
る
経
費
や
、

多
方
面
に
わ
た
っ
て
、
子
育

て
環
境
の
充
実
、
増
強
を
図

る
た
め
に
要
す
る
経
費
な
ど

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　そ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
２

億
７
９
２
５
万
８
千
円
を
追

加
計
上
し
、
補
正
後
の
一
般

会
計
予
算
の
総
額
を
５
６
３

億
９
２
５
万
８
千
円
と
す
る

と
と
も
に
、
債
務
負
担
行
為

の
補
正
を
行
お
う
と
す
る
も

の
で
す
。
歳
入
は
、
特
定
財

源
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
に
係
る
国
県
支
出
金
な
ど

を
、
一
般
財
源
と
し
て
は
、

平
成
28
年
度
の
決
算
剰
余
金

の
一
部
等
を
計
上
し
た
と
の

平
成
29
年
度

第
１
号

一
般
会
計
補
正
予
算

予
算
総
額
は
、５
６
３
億
９
２
５
万
８
千
円
に

２
億
７
９
２
５
万
８
千
円
を
追
加
計
上

今 回 の 一 般 会 計 予 算 の 主 な 事 業

国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

○保育所等整備事業 1億6,714万円
（仮称）国分西認定こども園の施設増改築に対する補助

○林業総務管理事務事業 93万円
有害鳥獣捕獲報償費支払いについて交付金の自主返納分

○市内各種観光施設維持管理総務事業 7,252万円
日当山観光施設等建設工事、霧島温泉市場空調設備改修工事ほか

○小中学校要保護及び準要保護生徒就学援助事業
833万円

前年度繰上充用金 4億9,250万円
平成28年度霧島市国民健康保険特別会計の歳入が歳出に対して
不足する見込みとなったため

○公園改修事業  1,000万円
城山公園の研修センター及びパターゴルフ場横のトイレ改修

○明治維新150周年記念事業 200万円 議
案
第
48
号
、平
成
29
年

度
霧
島
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

委員会レポート
各常任委員会に付託された案件について、審査した内容と結果を掲載しています。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　議
案
第
45
号
は
、
霧
島
市

消
防
局
溝
辺
分
遣
所
に
配
備

し
て
い
る
救
助
工
作
車
の
更

新
分
。
指
名
競
争
入
札
に
よ

り
、
救
助
工
作
車
１
台
を
鹿

児
島
森
田
ポ
ン
プ
株
式
会
社

か
ら
９
７
９
５
万
６
千
円
で

取
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　議
案
第
46
号
は
、
霧
島
市

消
防
局
溝
辺
分
遣
所
に
配
備

し
て
い
る
高
規
格
救
急
自
動

車
の
更
新
分
。
指
名
競
争
入

札
に
よ
り
、
高
規
格
救
急
自

動
車
１
台
を
鹿
児
島
ト
ヨ
タ

自
動
車
株
式
会
社
隼
人
店
か

ら
２
７
０
０
万
円
で
取
得
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
。

問

　こ
れ
ま
で
の
使
用
年
数

と
走
行
距
離
は
ど
の
程
度

か
。

答

　救
助
工
作
車
は
、
平
成

13
年
12
月
に
購
入
し
、
15
年

が
経
過
し
て
い
る
。
走
行
距

離
は
、
６
月
１
日
現
在
で
３

万
７
３
１
０
㎞
で
あ
る
。
高

規
格
救
急
自
動
車
は
、
平
成

19
年
12
月
に
購
入
し
、
９
年

が
経
過
し
て
い
る
。
走
行
距

離
は
、
６
月
１
日
現
在
で
17

万
５
５
７
㎞
で
あ
る
。

問

　こ
の
よ
う
な
車
両
の
耐

用
年
数
は
ど
れ
く
ら
い
を
考

え
て
、
更
新
を
計
画
し
て
い

る
の
か
。

答

　車
両
の
更
新
基
準
を
平

成
27
年
１
月
に
改
正
し
た
。

救
助
工
作
車
に
つ
い
て
は
、

走
行
距
離
は
伸
び
て
い
な
い

が
、
搭
載
さ
れ
て
い
る
ウ
イ

ン
チ
や
ク
レ
ー
ン
、
照
明
な

ど
の
使
用
頻
度
が
高
い
た

め
、
新
規
購
入
後
15
年
を
経

過
し
た
も
の
を
更
新
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　高
規
格
救
急
自
動
車
に
つ

い
て
は
、
15
万
㎞
以
上
走
行

で
、
車
検
の
年
度
に
併
せ
て

更
新
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

問

　現
在
の
車
は
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
処
分
す
る
の

か
。

答

　緊
急
自
動
車
を
テ
ロ
行

為
に
使
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
回
転
灯
や
サ
イ

レ
ン
を
は
ず
し
、
さ
ら
に
車

両
表
示
を
全
部
消
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
民
間
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
へ
の
出
品
も
検
討

し
た
が
、
再
塗
装
の
費
用
な

ど
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
鉄

く
ず
と
し
て
売
却
す
る
方
法

で
処
分
す
る
。

　ま
た
、
高
規
格
救
急
自
動

車
に
つ
い
て
は
、
一
回
出
動

す
る
と
帰
り
着
く
ま
で
エ
ン

ジ
ン
は
つ
け
た
ま
ま
使
用
す

る
た
め
、
エ
ン
ジ
ン
や
ラ
ジ

エ
タ
ー
の
部
品
な
ど
が
か
な

り
傷
ん
で
い
る
。
引
き
取
る

業
者
が
い
な
い
た
め
こ
れ
も

鉄
く
ず
で
処
分
す
る
こ
と
に

し
た
。

問

　救
助
工
作
車
に
つ
い

て
、
最
新
鋭
の
機
能
を
装
備

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
点
が
変
わ
っ
た

の
か
。

答

　前
方
に
あ
る
ウ
イ
ン
チ

は
、
５
ト
ン
ま
で
引
き
上
げ

る
機
能
、
上
部
に
あ
る
照
明

は
、
現
在
の
倍
の
縦
１
０
０

ｍ
横
60
ｍ
を
照
ら
す
機
能
が

あ
る
。
大
き
く
変
わ
っ
た
の

は
、
ポ
ン
プ
水
槽
が
つ
い
た

こ
と
で
あ
る
。
特
に
溝
辺
の

場
合
は
、
高
速
道
路
で
の
車

両
事
故
で
、
火
災
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
ポ
ン
プ
水

槽
を
新
た
に
装
備
し
た
。

問

　救
助
工
作
車
に
つ
い

て
、
走
行
距
離
が
３
万
７
３

１
０
㎞
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
何
回
ぐ
ら
い
出
動
し
て

い
る
の
か
。

答

　平
成
28
年
度
の
出
動
回

数
は
85
件
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

中
央
署
に
配
備
し
て
あ
る
工

作
車
と
合
わ
せ
て
の
件
数
で

あ
る
。

◉審査した議案のうち主なものを掲載しています。

◎前島　広紀　　○平原　志保　　新橋　実　　常盤　信一　　岡村　一二三　　

　池田　守　　　　今吉　歳晴　　宮内　博総務環境常任委員会
◎委員長　 ○副委員長

１万円未満切り捨て

議案 第45号

議案 第46号

財産の取得について（救助工作車　１台）

財産の取得について（高規格救急自動車　１台）

……………………………　全会一致で可決

……………………　全会一致で可決

高規格救急自動車（更新と同型）

救助工作車

改修予定のトイレ


